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姿斉
し せ い

* 
S H I S E I 

-------------------------------------------------------------- 
＊【姿】三つのシン（身 Body・心 Mind・申 Spirit）の構えや様子 
＊【斉】三つのシン（身 Body・心 Mind・申 Spirit）を加減良くととのえること 
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 －目次－ 

姿形からの警告⑪ 

姿斉メソッド△▼調動 21  中部背筋を中心とした調動 

Ｊの気になる今月の世界の健康 医療トピック１・2・3／ ★講演会レポート 

姿勢健康７５  競輪の試合で落車して、めまいと浮揚感がとれない選手 

新連載９ 心思加減／こころかげん 

お知らせ ・ こよみ 

 

◆「SHIZENな SHISEI 姿斉」のマークの意味◆ 

緑色（塗り）の部分だけを読むと、ひらがなの「しせい」。緑色と橙色（斜線）の部分を合わせて「しぜん」と読みま
す。三つの波と三精（太陽・月・地球[星]）は、一元三観（一つの事象を三と観る）を表しています。 

世 界 中 の自 然 派 におくる  

流 れる雲 のような  

自 由 で心 地 よい  

カラダとココロの  

斉 えかた  

ＳＨＩＳＥＩ ＰＲＯＶＥＲＢ 

病上手
や ま い じ ょ う ず

に死下手
し に べ た

 
病弱な人ほど意外に長生きし、丈夫な人ほど思わぬ時にコロッと死ぬ。逸名 
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⑪ 

＊
姿
形
（
し
け
い
）
：
各
人
特
有
の
み
だ
れ
た
姿
勢
の
こ
と 

 

腰
や
骨
盤
周
辺
の
つ
く
り
（
構
造
） 

 

今
回
は
予
習
で
す
。
腰
や
骨
盤
の
位
置
関
係
を
し
っ
か
り
と
頭
に
入
れ
て
、
次

回
か
ら
の
お
話
に
備
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。 

 

さ
て
、
と
つ
ぜ
ん
で
す
が
「
腰
」
は
人
体
の
ど
の
部
分
に
あ
る
で
し
ょ
う
。 

そ
も
そ
も
腰
の
原
義
は
「
細
く
く
び
れ
た
と
こ
ろ
」
―
― 

で
す
。 

こ
の
こ
と
か
ら
、
腰
が
ど
こ
に
あ
る
か
は
お
よ
そ
推
測
で
き
る
で

し
ょ
う
。 

腰
と
は
現
代
人
の
い
う
ウ
エ
ス
ト
で
す
。
そ
の
ウ
エ
ス
ト
部
に
は
、
腰
椎

と
よ
ば
れ
る
比
較
的
小
さ
な
骨
が
五
つ
あ
り
ま
す
。 

そ
し
て
そ
の
上
下
に
は
、
胸
椎
、
頚
椎
、
仙
骨
（
椎
）、
尾
骨
（
椎
）
な
ど
の

骨
が
連
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
骨
を
合
わ
せ
て
脊
柱
と
い
い
ま
す
。 

脊
柱
は
二
枚
の
寛
骨
に
は
さ
ま
れ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
寛
骨
、
仙
骨
、
尾
骨
を

合
わ
せ
て
骨
盤
と
い
い
ま
す
。（
図
１
） 

     

 

   

 

    

 

図１ 
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左
右
の
寛
骨
に
は
、
大
腿
骨
の
骨
頭
が
納
ま
る
寛
骨
臼
窩
と
い
う
凹
状
の
く
ぼ

み
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
寛
骨
臼
窩
と
大
腿
骨
骨
頭
と
で
股
関
節
が
形
成
さ
れ
て

い
ま
す
。 

本
誌
に
た
び
た
び
登
場
す
る
「
主
軸
」、
こ
の
主
軸
を
構
成
す
る
軸
の
一
つ
で

あ
る
「
一
の
軸
」
は
、
大
腿
骨
骨
頭
中
心
を
左
右
に
結
ぶ
機
能
的
仮
想
軸
で
す
。 

 

こ
こ
で
一
の
軸
の
探
し
方
を
覚
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
両
か
か
と
を
合
わ
せ
て

直
立
位
に
な
り
両
手
を
体
側
に
そ
え
た
時
、
手
首
の
あ
た
り
に
ゴ
ツ
ゴ
ツ
と
し
た

骨
の
突
起
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
こ
れ
が
（
大
腿
骨
の
）
大
転
子
と
よ
ば
れ
る
部
分

で
す
が
、
こ
こ
に
は
、
大
・
中
・
小
の
臀
筋
や
、
そ
の
ち
ょ
っ
と
外
後
方
に
は
深

層
外
旋
六
筋
と
い
わ
れ
る
筋
肉
が
つ
い
て
い
ま
す
。 

 

一
の
軸
は
、
こ
れ
よ
り
数
セ
ン
チ
上
方
（
自
分
の
手
指
の
幅
２
～
３
本
分
ほ
ど

上
）
に
あ
る
、
大
腿
骨
骨
頭
の
中
央
を
通
過
し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
実
際
に
外

側
か
ら
触
れ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。（
図
２
） 

 

ち
な
み
に
古
人
方
は
、
こ
の
一
の
軸
の
中
間
点
辺
り
を
、
丹
田
（
た
ん
で
ん
）

と
称
し
ま
し
た
。 

 

                

 

図２ 図３ 図４ 
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丹
田
と
は
、
赤
い
田
ん
ぼ
（
血
液
が
集
ま
る
と
こ
ろ
）
と
い
う
意
味
で
す
が
、
こ

の
部
分
が
直
立
二
足
位
時
に
お
け
る
人
体
の
重
心
点
に
あ
た
り
ま
す
。 

厳
密
に
い
う
と
、
丹
田
に
は
、
上
丹
田
（
印
堂
）、
中
丹
田
（
中
脘
）、
下
丹
田
（
気

海
）
と
が
あ
り
、
重
心
点
は
下
丹
田
に
あ
た
り
ま
す
。（
図
３
） 

 

さ
て
本
稿
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
は
主
軸
の
中
の
三
の
軸
（
環
椎
後
頭
関
節
部
に

あ
た
る
機
能
的
仮
想
軸
）
と
二
の
軸
（
左
右
の
上
腕
骨
骨
頭
部
中
央
点
を
結
ぶ
機
能

的
仮
想
軸
）
周
辺
の
姿
形
の
観
方
を
学
ん
で
き
た
わ
け
で
す
が
、
今
回
よ
う
や
く
一

の
軸
が
登
場
し
た
と
こ
ろ
で
、
一
、
二
、
三
の
全
て
の
軸
が
出
そ
ろ
っ
た
こ
と
に
な

り
ま
す
。
な
お
、
こ
の
三
本
の
機
能
的
仮
想
軸
の
中
央
部
を
垂
直
に
つ
ら
ぬ
い
て
、

三
本
の
軸
を
つ
な
い
で
い
る
の
が
中
心
軸
で
す
（
医
学
用
語
で
は
正
中
線
と
よ
ば
れ

て
い
ま
す
）。 

 中
心
軸
と
よ
ぶ
垂
直
線
と
三
本
の
水
平
線
を
合
わ
せ
る
と
、
ち
ょ
う
ど
漢
字
の

「
主
」
と
い
う
文
字
に
な
る
こ
と
か
ら
、
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｚ
Ｅ
Ｎ
な
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｓ
Ｅ
Ｉ
で
は
、

こ
れ
を
「
主
軸
」
と
よ
び
習
わ
し
て
い
ま
す
。（
図
４
） 

と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
、
こ
の
先
何
回
か
に
わ
た
っ
て
、
腰
や
骨
盤
周
辺(

一
の
軸

周
辺)

の
姿
形
の
観
方
に
つ
い
て
話
を
進
め
て
い
き
ま
す
。 

 

・
・
・
つ
づ
く 

＊
今
月
の
『
姿
形
か
ら
の
警
告
⑪
』
は
、
腰
や
骨
盤
周
辺
の
つ
く

り
（
構
造
）
に
つ
い
て
解
説
し
ま
し
た
の
で
、
直
接
的
な
実
技
は

あ
り
ま
せ
ん
。 

 

そ
こ
で
今
回
の
姿
斉
メ
ソ
ッ
ド
は
、
直
立
二
足
歩
行
す
る
人
類

に
共
通
に
生
じ
る
姿
勢
の
み
だ
れ
の
斉
え
方
の
中
か
ら
、
調
動
＃

２
１
（
写
真
２
・
３
）
を
お
届
け
し
ま
す
。 

こ
の
調
動
は
、
重
力
場
に
お
い
て
特
に
負
担
を
受
け
や
す
い
中

部
胸
椎
部
を
中
心
と
し
た
姿
勢
を
斉
え
る
た
め
の
姿
斉
体
操
で
す
。 

 

デ
ス
ク
ワ
ー
ク
、
農
作
業
、
家
事
な
ど
で
、
背
中
が
丸
く
な
っ

て
疲
れ
た
な
と
感
じ
た
時
に
、
す
ぐ
に
行
う
と
効
果
的
で
す
。 

座
る
場
所
さ
え
あ
れ
ば
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
行
え
ま
す
の
で

お
試
し
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
こ
の
調
動
＃
２
１
を
単
独
で
行
う

の
で
は
な
く
、
か
な
ら
ず
写
真
４
の
調
動
を
セ
ッ
ト
と
し
て
実
践

し
て
く
だ
さ
い
。 

 

ま
た
、
終
了
後
に
腰
部
に
重
さ
を
感
じ
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
る

場
合
に
は
、
跪
座
位
『
骨
盤
の
前
後
屈
を
中
心
と
し
た
斉
動
』（
写

真
５
）
を
加
え
て
く
だ
さ
い
。 
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姿斉 117 

姿斉メソッド△▼調動＃21 
《中部背筋を中心とした＊１調動》 

調動とは、地球重力場において直立二足歩行で生活を営む人間の多くに
共通する姿勢のひずみを、意識的に改善・維持していくための姿斉体操 
＊１「～を中心とした」 身体が指の先から頭の先まで連動していることを、

はっきりと意識しながら動くための表現。 
 

Ⅰ はじめの姿勢・・・跪座位 

【写真１】 
 

 

Ⅱ 実際 

①両手を頭の後ろで組み、胸を前

外上へ広げる。【写真２】 
 

①－２ 柔軟性の高い人は 

両腕を天井へ伸ばし、上下に伸び

る。【写真３】 
 

＊可能であれば、①および①－２を

連続して行ってもよい。 

 

②正面を向き、両手を頭頂部に近

いところで組み肘を閉じる。【写

真４】 
 

③両手を下腹にあて、恥骨が顔へ

向くように腰を丸める。【写真５】 
 

①～③を適度に繰り返す。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【写真１】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

【写真２】            【写真３】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【写真４】           【写真５】 

●気をつけよう 

✓腰で反らないように気をつける。 

✓両腕を天井へ伸ばす際、首を後

ろへ倒し過ぎず、胸の広がりを

もって体全体で上下に伸びる。 

✓①や①－２の後は、②・③を行

い首や腰の負担を軽減する。 

✓動作中、呼吸を止めないように

注意する。 
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Ｊ
ジ
ェ
イ

の
気
に
な
る
今
月
の
世
界
の
健
康
１
２ 

☆
医
療
ト
ピ
ッ
ク
１
・
２
・
３
☆ 
 
 

 
 

Ａ
Ｗ
Ａ
Ｋ
Ｅ
Ｒ 

若
杉
順
子 

 

✏
✏
✏
講
演
会
レ
ポ
ー
ト
✏
✏
✏ 

  

断
薬
を
主
軸
と
し
た
医
師
で
、
自
称
「
ヤ
ク
ザ
医
者
」「
キ
チ
ガ
イ
医
」
こ
と
、
内
海 

聡
氏
（
東

京
Ｄ
Ｄ
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
薬
害
研
究
セ
ン
タ
ー
理
事
長
）
の
講
演
会
に
参
加
し
ま
し

た
。
ス
ラ
イ
ド
を
多
用
し
、
多
岐
に
渡
る
２
時
間
以
上
の
内
容
は
と
て
も
綴
り
き
れ
ま
せ
ん
が
、
個

人
的
に
気
に
な
っ
た
部
分
に
つ
い
て
お
伝
え
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
主
な
著
書
に
は
、
「
医
学
不

要
論
」「
精
神
科
医
は
今
日
も
や
り
た
い
放
題
」、
「
医
者
と
お
か
ん
の
“
社
会
毒
”
研
究
〜
あ
ら
ゆ

る
現
代
病
の
原
因
は
あ
な
た
に
あ
る
」
、「
血
液
の
闇
〜
輸
血
は
受
け
て
は
い
け
な
い
」、「
児
童
相
談

所
の
怖
い
話
〜
あ
な
た
の
子
供
を
狩
り
に
来
る
」
等
、
近
年
多
数
出
版
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。 

 

・
ワ
ク
チ
ン
を
受
け
た
子
供
と
受
け
な
い
子
供
を
比
較
す
る
と
、
受
け
な
い
子
供
の
ほ
う
が
緊
急
医

療
や
病
院
外
来
に
行
く
こ
と
が
極
端
に
少
な
い
と
い
う
医
学
論
文
が
あ
る
。 

※
生
後
２
ヶ
月
〜
２
歳
迄
の
子
供
約
３
２
万
人
、
２
０
０
４
年
〜
４
年
間
追
跡
調
査
の
結
果 

 

・
子
供
の
様
々
な
ワ
ク
チ
ン
接
種
券
を
包
括
す
る
母
子
手
帳
は
「
奴
隷
手
帳
」
で
あ
る
。 

 
 

※
明
治
・
森
永
・
雪
印
の
３
社
が
母
子
手
帳
を
世
に
送
出
し
た
。 
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・
ア
イ
ロ
ニ
ー
で
「
聖
水
」
と
呼
ぶ
の
は
、
抗
が
ん
剤
・
ワ
ク
チ
ン
・
向
精
神
薬
。 

全
て
有
害
で
、
大
金
が
動
く
わ
り
に
効
果
無
し
。
こ
れ
ら
が
「
医
原
病
死
」
の
原
因
。 

 

・
麻
薬
Ｍ
Ｄ
Ｍ
Ａ
と
抗
う
つ
剤
、
サ
リ
ン
と
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
の
薬
ア
リ
セ
プ
ト
、
双
方

の
機
序
は
ほ
ぼ
同
じ
。
こ
れ
は
ほ
ん
の
一
例
で
、
麻
薬
と
向
精
神
薬
は
パ
ッ
ケ
ー
ジ
が
異
な
る
だ
け

で
科
学
的
な
構
造
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。 

 

・
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
は
誤
診
込
み
で
乳
ガ
ン
を
増
や
し
、
「
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
活
動
〜
大
切
な
女
性

を
乳
ガ
ン
に
導
く
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
〜
」
は
善
意
運
動
の
罠
。 

 

・
日
本
で
年
間
約
１
２
０
万
人
が
受
け
て
い
る
輸
血
は
、
輸
血
産
業
と
い
う
巨
大
利
権
が
絡
ん
だ
進

行
形
の
「
社
会
毒
」
で
あ
り
、
輸
血
に
つ
い
て
も
の
申
す
の
は
現
時
点
で
は
医
療
業
界
最
大
の
タ
ブ

ー
。
他
者
か
ら
の
輸
血
（
同
種
血
輸
血
）
は
、
肝
炎
や
エ
イ
ズ
等
の
感
染
症
、
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
、

重
篤
な
合
併
症
、
ガ
ン
の
助
長
を
根
底
で
支
え
続
け
て
お
り
、
病
人
は
激
増
の
一
途
。
ま
た
、
採
血

さ
れ
た
血
液
は
※
放
射
線
照
射
を
行
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。 

 
 

※
輸
血
後
に
受
血
者
の
体
内
で
供
血
者
の
リ
ン
パ
球
が
増
殖
し
、組
織
を
攻
撃
す
る
Ｐ
Ｔ
―
Ｇ

Ｖ
Ｈ
Ｄ
（
輸
血
後
移
植
片
対
宿
主
病
）
予
防
の
た
め
、
１
５
〜
５
０
Ｇ
ｙ
の
放
射
線
照
射
で

供
血
者
の
リ
ン
パ
球
を
根
絶
後
に
輸
血
を
行
っ
て
い
る
。 
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・
す
で
に
欧
米
で
は
、「
代
替
輸
血
」「
無
輸
血
医
療
」
を
実
践
す
る
病
院
が
増
え
て
き
て
お
り
、
生

理
食
塩
水
と
似
た
成
分
を
点
滴
す
る
こ
と
で
人
体
へ
の
リ
ス
ク
を
減
ら
し
て
い
る
。 

※
「
カ
ン
ト
ン
の
犬
の
実
験
」
が
有
名
。
約
１
０
０
年
以
上
前
、
フ
ラ
ン
ス
人
生
理
学
者
ル
ネ
・

カ
ン
ト
ン
が
行
っ
た
実
験
で
、
愛
犬
の
血
液
を
海
水
と
入
れ
換
え
て
注
入
し
た
と
こ
ろ
、
一

時
的
に
体
温
は
下
が
り
ぐ
っ
た
り
と
し
た
が
、
注
入
完
了
後
に
体
温
は
上
が
り
生
理
作
用
は

回
復
、
数
日
後
に
は
体
内
で
つ
く
ら
れ
た
血
液
が
再
び
巡
り
だ
し
血
色
は
戻
り
、
５
日
後
に

は
以
前
よ
り
も
元
気
を
取
り
戻
し
た
。 

 

・
以
下
は
、
子
育
て
を
し
て
い
る
親
に
よ
る
「
虐
待
」
や
「
医
療
ネ
グ
レ
ク
ト
」
と
見
做
さ
れ
始
め

て
い
る
！
〜
母
乳
の
み
に
よ
る
育
児
・
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
拒
否
・
フ
ッ
素
塗
布
の
拒
否
・
常
識
的
に

判
断
し
て
不
要
か
と
思
わ
れ
る
手
術
や
入
院
の
拒
否
・
子
供
の
成
長
が
標
準
よ
り
遅
い
・
子
供
の
身

体
に
転
ん
で
で
き
た
痣
の
跡
が
あ
る
・
等
〜 

 

・
上
記
の
よ
う
な
こ
と
は
、
各
医
療
現
場
か
ら
児
童
相
談
所
へ
報
告
が
入
り
、
統
制
・
監
視
目
的
で

一
時
保
護
と
称
し
、
子
供
を
親
元
か
ら
数
ヶ
月
〜
数
年
間
も
引
き
離
す
事
態
を
生
み
出
し
て
い
る
。

そ
の
間
、
親
は
子
供
に
一
切
会
う
事
が
出
来
な
い
。
保
護
と
い
う
名
の
「
拉
致
」
で
あ
り
、
児
童
福

祉
法
を
盾
に
、
弁
護
士
も
介
入
出
来
な
い
ほ
ど
、
児
童
相
談
所
の
権
限
が
強
化
さ
れ
て
お
り
、
今
の

と
こ
ろ
個
人
で
は
防
ぎ
よ
う
が
な
い
よ
う
な
状
況
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
１
０
０
０
件
は
事
例
確
認
。 
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・
児
童
相
談
所
は
、
子
供
を
一
人
保
護
（
拉
致
）
す
れ
ば
、
３
０
〜
５
０
万
円/

年
、
国
か
ら
支
給

さ
れ
、
一
年
間
保
護
し
た
人
数
分
が
来
年
度
予
算
と
な
る
。
よ
っ
て
、
道
路
工
事
と
同
じ
く
年
間
通

し
て
３
月
が
最
多
数
。
ま
た
、
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
家
庭
は
狙
わ
れ
や
す
い
。 

 

・
こ
の
よ
う
な
「
子
供
を
人
質
と
し
て
医
療
に
付
き
従
え
！
」
と
い
う
現
状
は
、
メ
デ
ィ
ア
発
信
さ

れ
な
い
の
で
、
ぜ
ひ
草
の
根
的
に
広
め
て
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
、
不
要
と
思
し
き
手
術
・
入
院
を

強
要
さ
れ
た
場
合
は
「
代
替
療
法
で
治
療
し
た
い
！
」
と
は
っ
き
り
伝
え
、
何
ら
か
の
治
療
を
す
る

意
思
が
あ
る
旨
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
で
、
拉
致
の
手
か
ら
逃
れ
ら
れ
た
ケ
ー
ス
は
あ
る
。 

 
 
 
 
 

 

 

・
人
体
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
器
官
・
臓
器
が
も
つ
固
有
の
波
動
周
波
数
と
い
う
も
の
が
あ
り
、
調
子

の
悪
い
と
こ
ろ
は
そ
の
周
波
数
値
が
変
化
し
て
い
る
。
当
院
の
「
メ
タ
ト
ロ
ン
」
と
い
う
ロ
シ
ア
製

の
波
動
医
学
測
定
器
で
、
ず
れ
た
周
波
数
を
元
に
戻
し
全
身
の
回
復
を
計
っ
て
い
る
。 

 

・
薬
へ
の
依
存
は
も
ち
ろ
ん
、
「
自
分
を
も
っ
と
理
解
し
て
ほ
し
い
！
」
等
の
願
望
か
ら
生
ま
れ
る

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
依
存
も
自
立
を
妨
げ
る
。自
ら
の
足
で
立
っ
て
し
っ
か
り
と
歩
き
始
め
る
た
め
に

は
、
動
植
物
の
生
態
を
学
ん
だ
り
、
古
典
的
な
民
族
（
イ
ヌ
イ
ッ
ト
・
ア
ボ
リ
ジ
ニ
ー
・
イ
ン
デ
ィ

オ
等
）
の
生
活
風
習
を
勉
強
し
た
り
、
社
会
や
経
済
の
シ
ス
テ
ム
を
裏
側
か
ら
も
っ
と
知
る
よ
う
努

め
て
も
ら
い
た
い
。 

  

 

（
参
考
映
像
） 

・
“
海
水
”
だ
け
で
病
気
を
治
し
た

男
が

Wik
ipe

dia

に
い
な
い
理
由

（
約
６
分
） 

h
ttp

://
vid

eol
ike

.o
rg/

vie
w/y

t
=4w

bh8
EbQ

M4J 

・
内
海
医
師
「
９
９
％
の
人
が
知
ら

な
い
世
界
の
秘
密
を
暴
く
」
フ
ォ
ー

ラ
ム
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
（
約
１
０
分
） 

h
ttp

://
vid

eol
ike

.o
rg/

vie
w/y

t
=3t

36o
Nrx

o8h
 
 

       

http://videolike.org/view/yt=4wbh8EbQM4J
http://videolike.org/view/yt=4wbh8EbQM4J
http://videolike.org/view/yt=4wbh8EbQM4J
http://videolike.org/view/yt=3t36oNrxo8h
http://videolike.org/view/yt=3t36oNrxo8h
http://videolike.org/view/yt=3t36oNrxo8h
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姿
勢
健
康
７
５ 競

輪
の
試
合
で
落
車
し
て
、
め
ま
い
と
浮
揚
感
が
と
れ
な
い
選
手 

Ａ
Ｗ
Ａ
Ｋ
Ｅ
Ｒ 

き
む
ら
け
い
こ 

 「
（
本
年
８
月
１
１
日
）
競
輪
の
試
合
で
落
車
し
て
、
左
半
身
を
競
技
場
の
セ
メ
ン
ト
走
路
に

叩
き
つ
け
ら
れ
た
時
の
後
遺
症
か
ら
か
、
頭
部
や
首
周
辺
の
痛
み
と
共
に
め
ま
い
と
浮
揚
感
が
い

つ
ま
で
も
収
ま
ら
な
い
」「
脳
が
腫
れ
て
シ
ビ
れ
た
感
じ
が
す
る
」「
な
に
か
ス
ポ
ン
ジ
の
上
を
歩

い
て
い
る
よ
う
で
フ
ワ
フ
ワ
す
る
」「
ジ
ャ
ン
プ
が
で
き
な
い
」「
レ
ン
ト
ゲ
ン
と
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
で

は
特
に
異
常
は
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
が
、
平
衡
感
覚
器
の
検
査
で
は
若
干
の
異
常
が
み
ら
れ
た
こ

と
か
ら
、
三
半
規
管
に
絞
っ
て
現
在
検
査
続
行
中
」
―
― 

と
、
競
輪
選
手
の
Ｆ
さ
ん
か
ら
電
話

が
入
り
ま
し
た
。 

 

Ｆ
さ
ん
は
、
県
外
の
方
で
遠
距
離
の
場
所
に
お
住
ま
い
で
す
。
し
か
も
事
は
頭
部
の
問
題
で
す

か
ら
、
い
ま
か
ら
す
ぐ
に
来
川
し
て
い
た
だ
く
わ
け
に
も
い
き
ま
せ
ん
。 

そ
こ
で
師
匠
に
お
願
い
し
、
ま
ず
は
電
話
で
ア
ウ
ェ
イ
ク
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。 
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◇ 
 
 
 
 
 
 

◇ 
 
 
 
 
 
 

◇ 
師
匠
は
電
話
口
か
ら
ご
本
人
か
ら
事
の
成
り
行
き
を
聴
き
な
が
ら
、
最
後
に
「
ど
の
よ
う
な
状

態
が
一
番
つ
ら
い
か
」「
ど
の
よ
う
な
状
態
が
一
番
楽
な
の
か
」
と
た
ず
ね
て
お
ら
れ
ま
す
。 

 

い
つ
の
場
合
も
同
様
に
、
こ
の
二
つ
の
質
問
を
聞
く
と
、
だ
い
た
い
の
こ
と
は
予
測
で
き
る
と

の
こ
と
で
、
そ
の
質
問
の
後
に
は
、
先
方
に
何
事
か
を
指
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

そ
の
指
示
を
こ
こ
に
列
挙
し
て
み
ま
す
。 

 

一
、
正
面
を
向
い
た
状
態
か
ら
首
を
前
後
に
動
か
し
て
み
る
。
イ
ラ
ス
ト
① 

二
、
首
を
左
右
に
傾
け
て
み
る
。
イ
ラ
ス
ト
② 

三
、
首
を
左
右
後
方
に
ね
じ
っ
て
み
る
。
イ
ラ
ス
ト
③ 

 
 

  

そ
の
結
果
、
Ｆ
さ
ん
が
一
番
つ
ら
か
っ
た
の
は
首
を
後
方
に
傾
け
て
（
ア
ゴ
を
あ
げ
て
）、 

左
後
方
斜
め
上
を
見
上
げ
た
時
イ
ラ
ス
ト
④
、
一
番
楽
だ
っ
た
の
が
首
を
前
方
に
傾
け
て
（
顎
を

引
い
て
）
、
前
方
右
斜
め
下
に
動
か
し
た
時
で
し
た
。
イ
ラ
ス
ト
⑤ 

  

そ
こ
で
、
師
匠
は
Ｆ
さ
ん
に
「
暇
な
と
き
に
、
楽
な
動
き
を
続
け
て
く
だ
さ
い
。
そ
れ
で
何
か

新
し
い
問
題
が
生
じ
た
ら
再
び
電
話
を
入
れ
て
く
だ
さ
い
」
と
伝
え
、
今
回
の
電
話
ア
ウ
ェ
イ
ク

を
ひ
と
ま
ず
終
了
し
た
と
い
う
こ
と
で
し
た
。 

 

                 

イラスト① イラスト② イラスト③ イラスト④ イラスト⑤ 
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◇ 
 
 
 
 
 
 
 

◇ 
 
 

 
 
 
 

◇ 

 

そ
れ
か
ら
一
週
間
ほ
ど
し
て
、
Ｆ
さ
ん
か
ら
再
び
電
話
が
入
り
ま
し
た
。 

 

「
前
回
云
わ
れ
た
よ
う
に
、
な
る
べ
く
左
側
に
顔
を
向
け
ず
、
右
斜
め
４
５
度
の
角
度
に
顔
を
向

け
て
や
や
下
を
向
い
て
お
く
こ
と
に
注
意
を
払
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
教
え
ら
れ
た
斉
動
を
行

っ
て
い
ま
し
た
。
斉
動
を
行
う
際
は
、
電
話
で
注
意
を
受
け
て
い
た
よ
う
に
、
左
後
頭
部
の
伸
び

を
し
っ
か
り
と
感
じ
な
が
ら
行
い
ま
し
た
。
そ
う
し
た
と
こ
ろ
、
日
に
日
に
め
ま
い
や
浮
揚
感
は

お
さ
ま
り
、
い
ま
で
は
７
～
８
割
改
善
し
て
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
の
こ
と

で
し
た
。 

 

電
話
で
の
ア
ウ
ェ
イ
ク
だ
け
で
、
こ
こ
ま
で
改
善
で
き
た
と
い
う
こ
と
で
ご
本
人
も
喜
ん
で
お

ら
れ
ま
し
た
。 

 

「
い
つ
も
な
が
ら
姿
斉
は
す
ご
い
で
す
ね
」
と
師
匠
に
申
し
ま
す
と
、 

「
い
や
い
や
、
姿
斉
が
す
ご
い
の
で
は
な
く
、
生
命
の
仕
組
み
が
す
ご
い
で
す
」
―
―
と
、
い

つ
も
な
が
ら
に
、
軽
く
い
な
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
ざ
ん
ね
ん
・
・
・
。 

 

 

で
も
、
し
め
く
く
り
が
「
め
で
た
し
め
で
た
し
」
で
幸
い
で
し
た
。 
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連
載 

第
九
回 

心
思
加
減
／
こ
こ
ろ
か
げ
ん 

 
 
 
 
 
 
 
 

か
た
や
ま
け
ん 

心
思
の
習
性
① 

分 わ
か

る
心
思 

 
 

こ
の
先
、
何
回
か
に
わ
た
っ
て
心
思
の
性
質
に
つ
い
て
お
伝
え
し
て
い
き
ま
す
。 

と
は
い
う
も
の
の
、
こ
の
性
質
は
身
体
の
性
質
と
も
重
な
り
ま
す
か
ら
、
正
確
に
は
身
心

の
性
質
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
で
す
。 

し
か
し
、
ま
あ
こ
の
項
の
題
名
が
『
心
思
加
減
（
こ
こ
ろ
か
げ
ん
）
』
と
い
う
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
か
ら
、
こ
こ
は
ひ
と
ま
ず
「
心
思
の
性
質
」
と
し
て
お
き
ま
す
。 

 

今
回
は
そ
の
中
か
ら
、
心
思
の
性
質
の
第
一
番
目
、「
分
る
心
思
」
＊
１

に
つ
い
て
お
話
し

ま
す
。 

 

◇  
 
 
 
 
 

◇ 
 
 
 
 
 

◇ 

 こ
こ
に
原
野
が
あ
る
と
想
像
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

こ
の
原
野
の
真
ん
中
に
、
家
を
建
て
ま
す
。
す
る
と
原
野
は
家
の
中
と
家
の
外
に
分
け
ら

れ
ま
す
。 

 

      ＊
１
：
わ
か
る 

わ
か
る
は
「
分
る
」
「
判
る
」
「
解
る
」
「
別
る
」
と
書
き

ま
す
。 

わ
か
る
―
―
の
原
義
は
、
一
つ
の
も
の
を
バ
ラ
バ
ラ
に
分

解
し
、
細
分
化
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
す
。
ま
た
人
同
士

が
離
れ
る
と
き
、
そ
れ
も
「
別
る
」
と
称
さ
れ
ま
す
。
分
る
・

判
る
・
解
る
・
別
る
が
、
お
な
じ
よ
う
に
「
わ
か
る
」
と
発

音
さ
れ
る
の
は
、
こ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
で
し
ょ
う
。
ち
な

み
に
分
け
る
こ
と
で
変
容
し
続
け
る
社
会
の
状
態
を
文
化

と
呼
ぶ
の
も
、
同
じ
理
由
か
ら
で
あ
る
と
類
推
し
ま
す
。 
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つ
づ
い
て
、
玄
関
、
居
間
、
台
所
、
便
所
、
浴
室
、
寝
室
、
客
室
、
子
供
部
屋
―
―
と
、 

家
の
中
を
細
か
く
分
け
ま
す
。 

さ
ら
に
家
の
外
側
を
、
花
壇
、
畑
、
田
ん
ぼ
、
小
道
、
大
道
、
平
地
、
丘
、
山
、
海
と
い

う
よ
う
に
分
け
ま
す
。 

 ま
た
家
の
中
に
戻
り
、
ま
ず
は
玄
関
を
、
下
駄
箱
、
傘
た
て
、
飾
り
棚
と
分
け
、
次
に
台

所
を
、
流
し
、
調
理
台
、
コ
ン
ロ
、
食
器
棚
に
分
け
、
ト
イ
レ
を
男
性
用
と
女
性
用
に
分
け
、

浴
室
を
浴
槽
と
洗
い
場
に
分
け
、
子
供
部
屋
を
各
兄
弟
の
ス
ペ
ー
ス
に
分
け
、
つ
い
で
に
今

日
一
日
の
時
間
を
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
合
わ
せ
て
分
け
、
人
間
の
ご
飯
と
猫
の
餌
と
に
分
け
ま

す
。  ふ

た
た
び
家
の
外
に
で
ま
す
。
そ
こ
で
、
天
候
を
晴
れ
と
雲
り
と
雨
と
に
分
け
、
暑
い
や

温
か
い
や
涼
し
い
や
寒
い
と
に
分
け
、
明
る
い
や
暗
い
と
に
分
け
、
村
と
街
と
に
分
け
、
市

と
県
と
国
と
に
分
け
、
国
を
母
国
と
外
国
と
に
分
け
、
言
語
を
国
語
と
外
国
語
と
に
分
け
、

学
問
を
社
会
・
理
科
・
数
学
―
―
と
に
分
け
、
理
科
を
物
理
と
化
学
と
生
物
と
・
・
・
に
分

け
、
勉
強
と
試
験
と
に
分
け
、
母
校
と
他
校
と
に
分
け
、
知
人
と
他
人
と
に
分
け
、
友
人
と

恋
人
と
に
分
け
、
良
い
人
と
悪
い
人
と
に
分
け
、
平
和
と
紛
争
に
分
け
ま
す
。 

 さ
ら
に
さ
ら
に
、
空
腹
と
満
腹
、
冷
え
と
ほ
て
り
、
動
き
た
い
と
動
き
た
く
な
い
―
―
と

い
っ
た
ワ
タ
シ
の
内
側
か
ら
発
せ
ら
れ
る
刺
激
（
情
報
）
も
、
分
け
て
判
け
て
解
け
続
け
ま

す
。 
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そ
し
て
い
つ
の
ま
に
か
、
そ
の
周
辺
を
文
化
と
よ
び
、
自
分
を
私
と
よ
び
、
進
化
・
発

展
し
て
い
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。 

分
け
た
も
の
を
一
つ
で
も
多
く
持
っ
て
い
る
人
を
金
持
ち
と
よ
び
、
そ
う
で
な
い
人
を

貧
乏
人
と
よ
び
ま
す
。 

分
け
た
情
報
を
多
く
持
っ
て
い
る
人
を
知
識
人
と
よ
び
、
分
け
な
い
で
い
る
人
を
愚
者

と
よ
び
ま
す
。 

こ
う
し
て
ひ
と
た
び
ワ
タ
シ
の
心
思
が
動
き
始
め
る
と
、
勝
手
に
事
の
良
し
悪
し
を
振

り
分
け
な
が
ら
、
ま
る
で
核
分
裂
の
よ
う
に
す
べ
て
の
も
の
を
分
け
続
け
ま
す
。 

 

 
 

◇ 
 
 
 
 
 
 
 

◇ 
 
 
 
 
 
 
 

◇ 

 

ワ
タ
シ
自
身
や
ワ
タ
シ
の
周
辺
に
広
が
る
自
然
界
の
事
象
を
注
意
深
く
観
察
し
て
い
く

と
、
そ
れ
ら
は
「
分
る
こ
と
」
と
「
分
ら
な
い
こ
と
」
、
そ
し
て
分
る
と
分
ら
な
い
の
狭
間

に
連
続
的
に
横
た
わ
る
「
分
っ
た
よ
う
な
分
ら
な
い
よ
う
な
」
―
―
と
い
う
よ
う
に
、
お
よ

そ
三
種
に
大
別
さ
れ
る
こ
と
に
気
づ
き
ま
す
。 

 

そ
の
中
に
あ
っ
て
生
物
と
し
て
の
人
間
は
、ワ
タ
シ
が
感
受
す
る
刺
激
や
情
報
の
す
べ
て

を
主
に
分
る
こ
と
で
、
感
じ
、
思
い
、
考
え
、
語
り
、
動
き
、
そ
こ
に
正
し
さ
や
意
味
を
見

出
し
な
が
ら
、
命
を
紡
い
で
い
ま
す
。 

  

 

知
識
人
＝
分
か
る
人 

 

愚
者
＝
分
か
ら
な
い
人 

 

賢
者
＝
め
ぐ
る
人
？ 

   

分
化 

↓ 
 

文
化 

↓ 進
歩
？ 
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●
今
回
の
ま
と
め 

 
 

・
心
思
の
性
質
の
一
番
目
、
そ
れ
は
「
分
る
」
で
す
。 

 

・
ワ
タ
シ
の
心
思
が
い
っ
た
ん
動
き
始
め
る
と
、
ま
る
で
核
分
裂
で
も
始
ま
っ
た
か
の
よ
う

に
、
す
べ
て
の
事
象
を
分
け
続
け
ま
す
。 

 

・
ワ
タ
シ
は
分
ら
な
け
れ
ば
生
き
て
は
い
け
ま
せ
ん
。 

 

・
ワ
タ
シ
の
心
思
は
、
分
け
続
け
ら
れ
る
刺
激
や
情
報
を
つ
ね
に
求
め
て
い
ま
す
。 

 

・
同
時
に
、
分
け
す
ぎ
る
こ
と
で
問
題
を
招
い
て
い
ま
す
。 

 

・「
分
る
」
こ
と
は
、
ワ
タ
シ
に
と
っ
て
必
要
不
可
欠
な
要
素
で
あ
る
と
同
時
に
、
ワ
タ
シ
を

苦
し
め
る
最
大
級
の
要
因
で
す
。 

  

 

  

●
わ
か
る
世
界
（
相
対
の
世
界
） 

分
る
、
解
る
、
判
る
、
別
る
、
個
性
、
特
別
、
分
化
、

文
化
、
精
密
、
区
別
、
差
別
、
認
知
力
、
判
断
力
、

分
別
力
、
決
断
力
な
ど
が
優
先
さ
れ
る
世
界 

 
 
 

●
わ
か
る
と
わ
か
ら
な
い
の
狭
間 

        

 
 
 

●
わ
か
ら
な
い
世
界
（
絶
対
の
世
界
） 

・
対
が
な
い
。 

・
ゼ
ロ
、
霊
、
零
、
空
。 

・
対
称
性
の
破
れ
が
な
い
世
界
。 

 

画
総
数
の
増
大 

多
様
化 

演
繹 

往
路 

分
化 

画
総
数
の
減
少 

一
元
化 

帰
納 

復
路 

統
化 

統化← →分化 
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◆
お
知
ら
せ
◆ 

●
（第
五
回
ス
マ
ナ
サ
ー
ラ
長
老/

長
崎
講
演
会
の
前
に
予
習
し
て
お
こ
う
） 

特
別
研
修
会 

仏
教
・
初
期
仏
教
哲
学
っ
て
何
だ
か
よ
く
わ
か
ら
な
い
し
、
い
き
な
り
長
老
は

難
し
そ
う
と
お
考
え
の
方
々
に
お
勧
め
で
す
。
毎
回
笑
い
あ
ふ
れ
る
仏
教
的
哲
学

事
前
ク
ラ
ス
に
参
加
い
た
だ
く
と
、
長
老
の
お
話
が
う
ま
く
理
解
で
き
る
と
思
い

ま
す
。 

＊
詳
細
は
事
務
局
き
む
ら
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。 

■
日
程 

：
十
一
月
十
四
日
（金
）十
四
時
～
十
八
時 

講
義
①
（姿
斉
実
技
含
む
） 

十
一
月
十
五
日
（土
）  

九
時
～
十
二
時 

講
義
②
（姿
斉
実
技
含
む
） 

十
五
時
～
十
七
時 

講
義
③
（姿
斉
実
技
含
む
） 

部
分
受
講
可
能 

■
講
師 

： 

か
た
や
ま 

け
ん 

  

●
第
五
回  

ス
マ
ナ
サ
ー
ラ
長
老 

長
崎
講
演
会 

 

『哲
学
す
る
仏
教
』 

～
幻
想
と
現
象
と
現
実
の
関
係
性
～ 

・十
一
月
十
六
日
（日
） 

講
義 

 
 

第
一
部 

１
０
時
～
１
２
時 

第
二
部 

１
３
時
半
～
１
６
時
半 

 

本
年
で
５
年
目
に
入
る
仏
教
哲
学
の
公
開
講
座
で
す
。
ま
だ
１
度
も
参
加
さ
れ

て
い
な
い
方
々
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
こ
れ
ま
で
の
講
座
す
べ
て
に
参
加
さ
れ
て
い

て
も
、
毎
回
新
た
な
気
づ
き
が
あ
る
は
ず
で
す
。
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

 

テ
ー
マ
『哲
学
す
る
仏
教 

～
幻
想
と
現
象
と
現
実
の
関
係
性
～
』 

■
定
員 

先
着
６
０
名 

■
参
加
費 

一
般
３
５
０
０
円 

中
・高
校
生
２
０
０
０
円 

■
会
場 

Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｚ
Ｅ
Ｎ
な
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｓ
Ｅ
Ｉ 

川
棚
教
室 

 

（長
崎
県
東
彼
杵
郡
川
棚
町
新
谷
郷1356

） 

■
お
申
込
み
方
法 

 

定
員
に
な
り
次
第
、
受
付
を
締
め
切
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
） 

①
参
加
者
の
お
名
前
・ご
連
絡
先
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。 

   

連
絡
先 

シ
セ
イ
プ
ラ
ネ
ッ
ト 

き
む
ら
け
い
こ 

   

メ
ー
ル 

info
@

shisei-planet.co
m

 

   

電
話 

0956-26-6050  

②
連
絡
後
、
参
加
費
用
を
お
振
込
み
く
だ
さ
い
。 

   

お
振
込
み
を
も
っ
て
ご
参
加
受
付
完
了
と
い
た
し
ま
す
。 

   

《ゆ
う
ち
ょ
銀
行
》 

    

口
座
番
号 

 

０
１
７
２
０ 

― 

９ 

― 

３
７
４
２
５ 

    

加
入
者
名 

 

シ
セ
イ
プ
ラ
ネ
ッ
ト 

 

＊
徴
収
し
た
参
加
費
用
か
ら
必
要
経
費
を
除
い
た
す
べ
て
を
日
本
テ
ー
ラ
ワ
ー
ダ
仏
教
協

会
へ
寄
付
い
た
し
ま
す
。 

■
お
申
込
み
締
め
切
り 

２
０
１
４
年
１
１
月
９
日
（日
） 

■
お
願
い 

・写
真
・ビ
デ
オ
撮
影
や
、
録
音
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。 

・
終
了
時
刻
は
延
び
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。
（
た
だ
し
、
各
自
の
退
場
は
自
由
で

す
） 

・近
く
に
食
堂
等
が
な
い
た
め
、
各
自
お
弁
当
な
ど
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。 

・
駐
車
場
は
あ
り
ま
す
が
、
限
り
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
で
き
る
限
り
公
共
交
通

機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 
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★
紙
面
の
都
合
上
、
掲
載
で
き
な
か
っ
た
ニ
ュ
ー
ス
は 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

姿
斉
・公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

h
ttp

:w
w

w
//sh

isei-p
la

n
et.co

m
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:.｡ ..｡ .:*

･ﾟﾟ･ *
:.｡ ..｡ .:*

･ﾟﾟ･ *
:.｡ ..｡ .:*

･ﾟ  

●
十
一
月
十
七
日
（月
）長
老
と
茶
話
会 

ア
ル
ボ
ム
ッ
レ
・
ス
マ
ナ
サ
ー
ラ
長
老
を
か
こ
ん
で
、
ざ
っ
く
ば
ら
ん

な
お
話
会
で
す
。 

大
勢
の
中
で
の
質
問
は
は
ず
か
し
い
。
少
人
数
の
中
で
な
ら
聞
い
て

み
た
い
こ
と
が
あ
る
な
ど
、
疑
問
を
お
持
ち
の
方
は
こ
の
機
会
に
。 

■
参
加
費
／
３
５
０
０
円 

■
時
間 

９
時
～
１
１
時 

詳
細
等
は
、
シ
セ
イ
プ
ラ
ネ
ッ
ト
き
む
ら
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。 

電
話 

0
956

-26
-60

50 
  

メ
ー
ル 

in
fo

@
shise

i-
planet.c

o
m

 
  

●
つ
ぎ
は
ぎ
英
会
話
教
室 

英
語
は
必
至
の
社
会
に
太
刀
打
ち
す
べ
く
、

の
ん
び
り
な
が
ら
も
楽
し
く
続
け
る
を
モ
ッ

ト
ー
に
開
講
中
。
講
師
は
、
や
る
気
の
あ
る

英
語
の
得
意
な
素
人
～
元
大
学
教
授
と

時
々
に
変
化
し
ま
す
。 

◆
時
間
：
第
一
・三
土
曜
日 

1
2:30

～14
:0

0 

◇
場
所
：S

H
IZ

E
N

なS
H

IS
E
I 

川
棚
教
室 

◆
費
用
：
大
人
１
０
０
０
円
円
／
回 

 

子
供

５
０
０
円
／
回 

◇
お
問
い
合
わ
せ
：
シ
セ
イ
プ
ラ
ネ
ッ
ト 

き
む
ら
け
い
こ 

☎0
9

5
6

-2
6
-6

0
5

0 
 

✉in
fo

@
sh

isei-p
lan

et.co
m

 

 

●
ゼ
ロ
・
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
開
講
中 

【毎
月
第
二
土
曜
日
】 

ゼ

ロ

・

ミ

ー

テ

ィ

ン

グ

[Zero 

M
eet

ing
]

と
は
、
＋(

プ
ラ
ス
あ
る
い
は

物
質)

で
も
な
く
－(

マ
イ
ナ
ス
あ
る
い

は
反
物
質)

で
も
な
い
０
（
ゼ
ロ
＝
中
心
）
の
ポ
イ
ン
ト
か
ら
、
真

摯
に
心
斉
（
こ
こ
ろ
）
の
し
く
み
や
そ
の
斉
え
方
を
学
ん
で
い
こ
う

と
す
る
試
み
で
す
。
毎
月
、
第
二
土
曜
日9

：30

～1
2

：00

に
、
Ｓ

Ｈ
Ｉ
Ｚ
Ｅ
Ｎ
な
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｓ
Ｅ
Ｉ
川
棚
教
室
に
て
行
っ
て
お
り
ま
す
。 

十
月
十
一
日(

土)

／
十
一
月
八
日(

土) 

ど
な
た
で
も
ご
参
加
で
き
ま
す
。
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

詳
細
は
、
シ
セ
イ
プ
ラ
ネ
ッ
ト
き
む
ら
ま
で
。 

☎0
9

5
6

-2
6
-6

0
5

0
 

✉in
fo

@
sh

isei-p
lan

et.co
m
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◆書籍紹介◆ 
自然な姿勢の斉えかた 
日常において、誰もが何気なくおこなっている「しぐさや動きグセ」を応用して、無理なく、

痛みなく、心地よく、姿勢を斉えてさまざまな病気を改善する実用本。改善例も満載。く

わえて、ココロが軽くなる、やさしい自然観のお話しなど。 

全国の書店からもお取り寄せできます。 

＊定価 1,500 + 税 

 

～～～～～～～～～～～～ 

 
姿斉の実際□ 
SHIZENな SHISEI 姿斉の真髄を約 700枚の写真を使ってひと目でわかるようにレイ

アウトした解説書。自分自身で姿勢が歪んでいるとわかっていても、どうやって姿勢を

ととのえたらよいのかわからない方、姿斉に興味のある方、姿斉の教室が近くにない 

方、カラダの故障でお困りの方へ。＊頒価 2,400 円 

 

 

Practical Lessons In SHISEI 
ピーター・ストッブス氏、デザイン事務所 ZEST、姿勢アウェイカーなど多数の方々のご

協力で英語版姿勢フローができあがりました。日本語版姿勢フローのダイジェスト版に

なりますが、原書にはないイラストなどを追加して、英語圏の方々が理解しやすいよう

な内容に仕上がりました。外国のお友達にぜひお勧めください。また、ご自分が使用さ

れても英語の勉強になると思います。＊頒価 1,200 円 

 

 

 

 

 

◆会報購読のご案内◆ 

姿斉・姿勢・自然・健康・カラダ・ココロ等に関心を 

持ちの方、当会の趣旨にご賛同いただける方々の 

ご入会をお待ちしています。 

■年会費 5,000円  ■登録費 2,500円（初年度のみ） 

    会報「SHIZENな SHISEI」定期配布 

▼お申し込み方法▼ 

下記、口座に年会費 7,500円 をお振込ください。 

 お振込先 

     ≪ゆうちょ銀行≫ 加入者名  シセイプラネット 

            口座番号  ０１７２０－９－３７４２５ 

＊お振込の確認ができ次第、郵送またはパソコンへの配信を行います。 

＊お問い合わせ：シセイプラネット 

電話 0956-26-6050 

メール info@shisei-planet.com 
 
 
 
 
 

mailto:info@shisei-planet.com
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こよみ 

 

- - - - - - 二十四節季と七十二候 - - - - - -  

【10/8】 寒露（旧暦九月・戌の月正節・黄径 195度） 

【10/ 8 –10/12】 四十九候 雁来る 

【10/13 –10/17】 五十候 菊花開く 

【10/18 –10/22】 五十一候 キリギリス戸に在り 

【10/23】 霜降（旧暦九月・戌の月中気・黄径 210度） 

【10/23 –10/27】 五十二候 霜始めて降る 

【10/28 –11/ 1】 五十三候 小雨時々降る 

【11/ 2 –11/ 6】 五十四候 紅葉つた黄ばむ 

引用：「現代こよみ読み解き事典」 柏書房/版 岡田芳朗・阿久根末忠/編著 

 

■■□■■■□■■■■□■■■■□■■■■□■■■■□■■■■□■■■■□■■■■□■■■■□■■■■□■■ 

発行所 シセイプラネット 
〒859-3619 長崎県東彼杵郡川棚町新谷郷 1536  TEL 095626-6050 
http://www.shisei-planet.com/     Mail info@shisei-planet.com 
郵便振替 01720-9-37425     発行人 片山賢 

自然暦【長月／9月】 新暦【10月】 
 一（水） 9/24  

 二（木） 9/25  

 三（金） 9/26  

 四（土） 9/27  

 五（日） 9/28  

 六（月） 9/29  

 七（火） 9/30  

 八（水） 10/1  

 九（木） 10/2  

 十（金） 10/3  

 十一（土） 10/4  

 十二（日） 10/5  

【十三夜】 十三（月） 10/6  

 十四（火） 10/7  

【寒露】 十五（水） 10/8  

 十六（木） 10/9  

 十七（金） 10/10  

 十八（土） 10/11 【ゼロ・ミーティング】 

 十九（日） 10/12 【SHISEI の会】 

 廿 （月） 10/13 体育の日 

 廿一（火） 10/14  

 廿二（水） 10/15  

 廿三（木） 10/16  

 廿四（金） 10/17  

 廿五（土） 10/18  

 廿六（日） 10/19  

 廿七（月） 10/20  

 廿八（火） 10/21  

 廿九（水） 10/22  

【霜降】 三十（木） 10/23  

-姿斉- 

研修会 

10/9-13 




